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・今榊大戦嚇恥拶騨齢芸術と深き学問を話して濫軸ζ誇るべき文で鵬幽して立

つ讐き，ζζ牽《外に、劇秀し駕。・し牟・し、、武力で朱販したから今度は文化で行くと言うような考え

直島体は、は参にぎ幼稚さわまるものであって・芸嬉や学閥を糞にわが露に芽萌え成長し瀾記し

緒爽さすため1ζは単に繧語的な安易さ預りに事が≦璽ルで行くわけのものではない。いわんや、そ

れを準界の嘩準以本1ζ捲レ進めて行メため1・C一はよほどの努力と辛抱とが綱的に必要であること

は言つまでもないb残念ながら敗戦後「卜六区たった今βでもべわが乱民の交化に対する一般的な

考零方なり態慶なりは、戦前と高しで変ったものとは思われない。　　　　・、　i’　，

　か？て英雌前群セオンは、署ジプトに遠征した際多くの学奢たちを連れて行っぜこの未知．の国

土を徹籔的に研究させたが、後臼「エヂプ．ト誌j］．の二大な発刊によって当時の糧国フラソズにお

1オや知的藤準牽駐界｛ζ示レ今日のエジプト学の旧記となった偉業を後代に遺しtc　。一敗戦後のわが

謹鱈釦秘）て・・／かつてか・くの如き企てあ’ることを聞かなレ）。一づの仕事をなすのに当ってどんなに

二二に終ううとも多少爾ブラ、琴越必ず残るものであるが、わが二二の敗戦に薄する精神的な慢性

的温品態のせV！か・9if〈強b｝てその悪夢を忘却し去らんと願、う逃避主義のせいかs学聞として

のこの穰の蘂業は少レも起らずいアジアに薄する無螂ま依然どして戦前なみであることは慨歎tC

耐えな畦。∵今日母って1も惜レまれてならないの拡、蜘璽交遜⑳自由な戦前の時代にわが国の人々

が充分鋲これら海外の事情を知っていたならば、すなわち、激なる常識より二歩進んだ科学的な

恩考に感ずいて諸外國の自然や人交に関する研究を大成していたならば、あんな戦争は必ず引止

め得られたであろうし・かりに輝？たとしても’あ毒までつノまちぬ気霜を見ないですんだであろう。

今次の戦争 ﾜ行脚て轡が今聴力‘ら嘱の偉大さを躰滲みて知りes’eと言うが・実に

迂閣なことで識々の無知と怠惰とを暴露したものと言えよう。とにかく今日に至っても我々が外

欄⑱婁糖をあ∠ら．ゆ．る面から研究すべぎ．ことはi：蒋来交信国’i酒盛窮め一貫とし七立づべき当然め知

的資絡であり、白油義務と言わなければならない。てれは平和的に国民の視野を拡げ翁忌友好の

精神を養うものであると同時に、わが國文化における個性や地位を自覚す1べき有力な反：省み手段

として殺七つζ，と韓明らかである6・、　　・一・一　 ピi

面レてζの地球上における多種多様な諸交f雛対するわが國点間研究のSirkia、これで話しゴ

と言う両三の満足すべき状態には残念ながら未だ到達せず～否むしろ放置してあると雷うのみ填

情である。学問め先端を行き最高峰を示すべきわが國大学の講座や研究所を見てもsこめ方面に
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対する科学研究は決して世界一流の困家なみとは断じて言うことを鴛ない。流石に申国や仏載の

学問についてはわが国の歴更的癖傭もさるこどながら倣界の学問の水準以上を行くものとして讃

辞を惜しまなbが、その他に関セては未だしの感が深い。特にわが学界が今なおその確立を怠っ

ている方麟は、西輩アジアの文化圏についてである。二十世紀三半の三三に必ずやこの言託アジ

ア眠族や磁の瀦が回せらる嚇・とは，　・〉・Bの堺轡働きか蜆高義詠肥し

て読み∫取られるのであってsその意味においてもこの地方の組藏的三三はわが国民にとって実に

熊眉⑱急と言わねばならぬ。この地方の交化ρ大宗をなすイスラム教に蘭して一二三すぢ有しな

い大学は、けだし交化国家の大学として駐界の笑い物でありxこれは正に恥辱に近い。三二アジ

アより印腰へづルシア。ア．ラビア・トルコi更にエジプト。イスラエル・メソポタミアに闘す

る学問的研究は、人類として梢然追究すべき聾な課題であって、われ揖硲を轟あ研究に

三三す！ドき三三を持っている。しかしこれらの研究遂行にも要は人の間題である。我々は有用な

若き硫三三を育成し麦援すべき使命を痛感して巳まない。

やが榔大回アジア研究錨わ力轍回る以上の如縛間欠陥の分野1佛を踏艇

み、学生と丁丁の共同の研究の場として成立したものである。自然系と人交系とを問わず、荷ぐ

廼醗ジアにおけ硝らゆる瓢に興味鮪噺究せんとする人士峡り会する舳閥発な二

合である．猟鯵儲臓んで巳まな・・．本会は、そ噺究の瀕上常門地につ霞継ガ

を螺として・・る．鼠神水とアラビアの水とではその味髄う．それは三者みみ粛嚇都

馨騨ろう・勿諦・舶のわが購の現状か硯て・筋敵緻騨瀞難を派遣する・

と囎多く破鱒あるカ㌔それ力轡丁齢であ、る轍鷹う働実現させて行きたい・
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　　．．　　　　西アジア文化の古さについて

＼’ン・圏 d．．　　』　宮崎市定’　∵
瞬郷代交轡廼アジ咽ヒが最も古懸をもつ・と繍一編ぜ・轡二

郷源愚詠し噸で弊とζうでそれ繰・てどれだけ古いか・t・う聞論ると噸

に弓馬なし％．またメソ訳タミアとエジプトとで、何方が古いかというζとになると議論が分れる。
　セし　ラ　　ヘヒ

そして、どれだけ古いかという問題臆、同時に交化一元論か、多元論かという問題にも関聯して

く尋？、騨西r著τ咽ヒr起原が・蠣交化のそれ砒曙・く古いとな三二的な

譲騨樹がなくて晒アジア文｛ヒ囎によって四刻ヒが雛・たであろう・とが挿

分l苧ﾈせしめ調うからである・
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